
東京電力株式会社
燃料デブリ取り出し準備

2014/6/27現在

25 1 8 15 22 29 6 13 下 上 中 下 前 後

【研究開発】建屋内遠隔除染技術の開発

【研究開発】総合的線量低減計画の策定

【研究開発】１階高所部汚染状況調査（準備作業含む） 【研究開発】１階高所部汚染状況調査（準備作業含む）

R/B1階南西エリア中所/床面除染
北東エリア中所/床面除染

【研究開発】２号機Ｒ／Ｂ５階汚染状況調査(準備作業含む)
オペフロ線量調査

【研究開発】Ｒ／Ｂ２～３階汚染状況調査(準備作業含む)

【研究開発】１階高所部汚染状況調査（準備作業含む）

3号機R/B１階除染準備作業 3号機R/B１階除染作業
床面除染装置（吸引除染装置）　準備作業 床面除染（吸引除染）＋小ガレキ回収作業

足回り除染（水除染）
線量測定・現場調査

床面除染・残部処理
遮へい設置

Ｒ／Ｂ １階３Ｄスキャン

【研究開発】Ｒ／Ｂ２階汚染状況調査(準備作業含む)

【研究開発】１階高所部汚染状況調査（準備作業含む）

【研究開発】格納容器調査装置の製作

【研究開発】格納容器補修（止水）工法の検討・止水試験 【研究開発】格納容器補修・止水技術の開発

【研究開発】公募手続き等

【研究開発】格納容器補修（止水）装置詳細設計 【研究開発】格納容器水張りまでの計画の策定

穿孔作業（北西）（S/C上部調査装置・トーラス室壁面調査装置実証試験用）
実証試験

実証試験（S/C下部調査装置実証用）

穿孔作業（北東）（トーラス室水中壁面調査装置実証用）
実証試験

【研究開発】PCV事前調査装置設計・製作

   PCV事前調査装置実証試験

【研究開発】PCV本格調査装置基本設計・要素試作   ：Ｈ２６年度予定。

【研究開発】公募手続き等

【研究開発】公募手続き等

【研究開発】RPV内部調査技術の開発

〈中所以下の除染・撤去・遮へいを実
施（エリア単位での引渡しを調整中）〉
①PCV1stエントリ(X-53)【北西】：
　　2014年10月～
③滞留水移送ポンプ設置【エリア調整
中】：
　　2014年10月～
②PCV下部調査
　 ベント管周辺調査：2015年3月～

〈低所除染まで（現状）で作業可能〉
①ＰＣＶ常設温度計設置:2014年6月
〈中所以下の除染・撤去・遮へいを実
施（エリア単位での引渡しを実施〉
②RPV底部温度計修理：2014年6月
③PCV下部調査【北東から開始予定】：
2014年7月～
④滞留水移送ポンプ設置【エリア調整
中】：
　　2014年9月～
⑤PCV内部調査【北西】：2015年2月～

〈現状の線量で作業実施〉
①PCV下部調査の穿孔作業【北西】：
2014年5月～（現状線量1～4mSv/h）
〈中所以下の除染・撤去・遮へいを実
施（エリア単位での引渡しを調整中）〉
②滞留水移送ポンプ設置【エリア調整
中】：
　　2014年10月～(8,9月で線量低減)
③PCV内部調査(X-100B)【北西】：
　　2014年12月～

検
討
・
設
計

共
通

検
討
・
設
計

２
号
機

（実　績）
　○ R/B1階除染作業（継続）
   ○【研究開発】建屋内遠隔除染装置の開発
　　・R/B５階汚染状況調査（完了）
　　・R/B２～３階汚染状況調査（完了）
　　・R/B1階高所部汚染状況調査（継続）
　
（予　定）
　○ R/B1階除染作業（継続）
   ○【研究開発】建屋内遠隔除染装置の開発
　　・R/B1階高所部汚染状況調査（継続）

３
号
機

（実　績）
　○ R/B1階除染作業(準備作業)（継続）
　○【研究開発】建屋内遠隔除染装置の開発
　　・R/B２階汚染状況調査（新規）

（予　定）
　○ R/B1階除染作業（継続）
　○【研究開発】建屋内遠隔除染装置の開発
　　・R/B1階高所部汚染状況調査（継続）
　　・R/B２階汚染状況調査（継続）
　○ R/B １階３Ｄスキャン

（実　績）
　○【研究開発】格納容器内部調査技術の開発
　　・PCV事前調査装置設計・製作（継続）
　　・PCV本格調査装置基本設計・要素試作（継続）
   ○【研究開発】圧力容器内部調査技術の開発
　　・公募手続き等
（予　定）
　○【研究開発】格納容器内部調査技術の開発
　　・PCV事前調査装置設計・製作（継続）
　　・PCV本格調査装置基本設計・要素試作（継続）
   ○【研究開発】圧力容器内部調査技術の開発
　　・公募手続き等

検
討
・
設
計

現
場
作
業

２
号
機

（実　績）なし
（予　定）
　○【研究開発】格納容器調査装置の設計・製作・試験等
　　 トーラス室壁面調査装置実証試験のための床穿孔および実証試験

現
場
作
業

建屋内の除染

現
場
作
業

格納容器
(建屋間止水含む)

漏えい箇所の
調査・補修

３
号
機

（実　績）なし
（予　定）なし

現
場
作
業

（実　績）
　○R/B1階高所部汚染状況調査(完了)

（予　定）
　○なし

現
場
作
業

7月6月

燃
料
デ
ブ
リ
取
り
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し
準
備

燃
料
デ
ブ
リ
取
出
し

格
納
容
器
調
査
・
補
修

燃料デブリの
取出し

建
屋
内
除
染

分
野
名

括
り 作業内容

燃料デブリ取り出し準備　スケジュール

5月 備　考8月 9月

現
場
作
業

これまで一ヶ月の動きと今後一ヶ月の予定

（実　績）
　○【研究開発】建屋内遠隔除染装置の開発（継続）
　○【研究開発】総合的線量低減計画の策定（継続）
（予　定）
   ○【研究開発】建屋内遠隔除染装置の開発（継続）
   ○【研究開発】総合的線量低減計画の策定 （継続）

１
号
機

現
場
作
業

共
通

（実　績）
　○【研究開発】格納容器調査装置の設計・製作・試験等
　  　格納容器調査装置の設計・製作・試験等（継続）
　○【研究開発】格納容器補修装置の設計・製作・試験等
　  　格納容器補修装置の設計・製作・試験等（継続）

（予　定）
　○【研究開発】格納容器調査装置の設計・製作・試験等
　  　格納容器調査装置の設計・製作・試験等（継続）
　○【研究開発】格納容器補修装置の設計・製作・試験等
　  　公募手続き等

1
号
機

（実　績）
　○【研究開発】格納容器調査装置の設計・製作・試験等
　　 Ｓ/Ｃ上部調査・ﾄｰﾗｽ室壁面調査装置実証試験（継続）
（予　定）なし

中所除染
(散水除染）

低所除染
(散水除染）

変更
機材手配の遅れにより，作業開始を6/1→6/23になる見込み。（前倒しについて調

整中）

追加
信号ケーブルの温度変化対策が完了したため，作業を実施する

詳細工程反映
除染作業を足回り・中所・低所・床面・残部・遮へいに分割記載

作業日程変更
完了日6/21→6/17

作業日程変更
実施期間6/22～6/30→6/18～6/24

作業日程変更
実施期間追加（6/25～7/2）

１，２号機を実施した後、３号機測定を実施

最新実績工程反映
調査終了日を6/20→6/11に変更。干渉物により調査
対象箇所にソナー装置を投入できないため。今後の

対応を検討中。

最新工程反映

公募手続き等の期間を追記



東京電力株式会社
燃料デブリ取り出し準備

2014/6/27現在

25 1 8 15 22 29 6 13 下 上 中 下 前 後

7月6月
分
野
名

括
り 作業内容

燃料デブリ取り出し準備　スケジュール

5月 備　考8月 9月これまで一ヶ月の動きと今後一ヶ月の予定

【研究開発】 原子炉容器の構造材料腐食試験 【研究開発】PCV/RPVの耐震健全性を踏まえた冠水工法の成立性評価

【研究開発】腐食抑制策確証試験 【研究開発】ＰＣＶ補修や水位上昇を踏まえた機器の耐震強度の簡易評価

【研究開発】 原子炉容器、RPVペデスタル構造物余寿命・寿命延長評価 【研究開発】腐食抑制策の開発 

【研究開発】 RPVペデスタル健全性に対する高温デブリ落下影響評価 【研究開発】長期の腐食減肉量の予測の高度化

【研究開発】 原子炉注水配管等の評価 【研究開発】ペデスタルの侵食影響評価

【研究開発】公募手続き等

腐食抑制対策（窒素バブリングによる原子炉冷却水中の溶存酸素低減）

【研究開発】事故時プラント挙動の分析

【研究開発】シビアアクシデント解析コード高度化

△MAAP高度化会議

BSAF会議

【研究開発】模擬デブリを用いた特性の把握
・機械物性評価（酸化物系、金属系）

・福島特有事象の影響評価（コンクリート、Gd等との反応生成物）

【研究開発】デブリ処置技術の開発
・分析要素技術の検証、保管に係る基礎特性評価

【研究開発】燃料デブリ臨界管理技術の開発 【研究開発】燃料デブリ臨界管理技術の開発
【研究開発】公募手続き等

【研究開発】公募手続き等
【研究開発】燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発

凡　例 　　

：

： 状況変化により、再度検討・再設計等が発生する場合

：

： 天候状況及び他工事調整により、工期が左右され完了日が暫定な場合

：

：

：

炉心状況
把握解析

模擬デブリを
用いた

特性の把握

デブリ処置
技術の開発

（実　績）
　○【研究開発】圧力容器／格納容器腐食に対する健全性の評価技術の開発
      （継続）
　○腐食抑制対策
　・窒素バブリングによる原子炉冷却水中の溶存酸素低減実施（継続）

（予　定）
　○【研究開発】圧力容器／格納容器腐食に対する健全性の評価技術の開発
      （継続）
　○腐食抑制対策
　　・窒素バブリングによる原子炉冷却水中の溶存酸素低減実施（継続）

（実　績）
　○【研究開発】事故時プラント挙動の分析
　　事故時プラント挙動の分析（継続）
　○【研究開発】シビアアクシデント解析コード高度化
　　シビアアクシデント解析コード高度化（継続）

（予　定）
　○【研究開発】事故時プラント挙動の分析
　　事故時プラント挙動の分析（継続）
　○【研究開発】シビアアクシデント解析コード高度化
　　シビアアクシデント解析コード高度化（継続）

Ｒ
Ｐ
Ｖ
／
Ｐ
Ｃ
Ｖ
健
全
性
維
持

圧力容器
/格納容器の
健全性維持

検討業務・設計業務・準備作業

工程調整中のもの

2014年9月以降も作業や検討が継続する場合は、端を矢印で記載

機器の運転継続のみで、現場作業（工事）がない場合

現場作業予定

検
討
・
設
計

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

検
討
・
設
計

検
討
・
設
計

検
討
・
設
計

現
場
作
業

検
討
・
設
計

燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出
し
準
備

燃
料
デ
ブ
リ
収
納
・
移
送
・

保
管
技
術
の
開
発

（実　績）
　○【研究開発】燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発
　　　公募手続き等
（予　定）
　○【研究開発】燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発
　　　燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発計画立案（継続）

燃
料
デ
ブ
リ
臨
界
管
理

技
術
の
開
発

取
出
後
の
燃
料
デ
ブ
リ
安
定
保
管

処
理
・
処
分

炉
心
状
況
把
握
解
析

 （実　績）
　○【研究開発】模擬デブリを用いた特性の把握
　 ・模擬デブリ作製条件検討、MCCIデブリ条件・計画検討（継続）
    ・機械物性評価（U-Zr-O）
    ・福島特有事象の影響評価（海水塩・B4C等との反応生成物）（継続）
　○【研究開発】デブリ処置技術の開発
    ・分析要素技術の検証、保管に係る基礎特性評価（継続）
　
（予　定）
　○【研究開発】模擬デブリを用いた特性の把握
　 ・模擬デブリ作製条件検討、MCCIデブリ条件・計画検討（継続）
    ・機械物性評価（U-Zr-O）
    ・福島特有事象の影響評価（海水塩・B4C等との反応生成物）（継続）
　○【研究開発】デブリ処置技術の開発
    ・分析要素技術の検証、保管に係る基礎特性評価（継続）

燃料デブリ
臨界管理

技術の開発

燃料デブリ
収納・移送・保管

技術の開発

（実　績）
　○【研究開発】燃料デブリ臨界管理技術の開発（継続）
（予　定）
　○【研究開発】燃料デブリ臨界管理技術の開発
　　　公募手続き等 最新工程反映

公募手続き等の期間を６月→７月に見直し

公募手続き等の期間を追記


